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秋
田
・
岩
手
・
山
形
・

福
島
に
も
出
現
中

　

昨
年
は
人
的
被
害
な
ど
が
相

次
い
だ
秋
田
県
で
は
、
今
年
に

入
っ
て
連
日
の
よ
う
に
市
街
地

で
の
目
撃
情
報
が
報
告
さ
れ
、

六
日
午
後
四
時
時
点
で
足
跡
も

含
む
目
撃
例
は
す
で
に
八
件
に

上
っ
て
い
る
。

　

五
日
夜
に
は
、
大
仙
市
の
市

道
で
、
五
十
代
女
性
の
軽
乗
用

車
と
体
長
約
１
ｍ
の
ク
マ
が
ぶ

つ
か
っ
た
と
い
う
。
女
性
に
け

が
は
な
か
っ
た
。

　

岩
手
県
で
も
市
街
地
等
へ
の

ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
県
で

は
昨
年
夏
に
県
全
域
に
出
し
た

「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に
関

す
る
警
報
」を
、あ
る
程
度
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
始
め
よ
り
警
報

を
注
意
報
に
切
り
替
え
注
意
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

他
の
東
北
各
県
情
報
で
は
、

山
形
県
や
福
島
県
で
も
ク
マ
目

撃
情
報
が
相
次
い
で
い
る
。

冬
眠
し
な
い
ク
マ
も
怖
い

冬
眠
明
け
の
ク
マ
も
怖
い

　

こ
の
よ
う
に
今
年
に
入
っ
て

冬
眠
し
な
い
ク
マ
出
現
が
頻
発

し
て
い
る
。
人
的
被
害
は
出
て

い
な
い
が
安
心
は
禁
物
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
む
や
み
に
脅
か

す
わ
け
で
は
な
い
が
、
冬
眠
明

け
の
ク
マ
に
も
注
意
が
必
要
だ
。

　

い
や
、
冬
眠
期
間
が
例
年
よ

り
短
く
な
っ
て
、
人
家
が
密
集

し
て
い
る
エ
リ
ア
に
出
現
す
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
大
変
危

険
で
あ
り
、
入
念
な
事
前
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

当
新
聞
予
想
通
り
冬
眠
し

な
い
ク
マ
宮
城
に
も
出
現

　

当
新
聞
は
昨
年
か
ら
「
冬
眠

し
な
い
ク
マ
」
の
出
現
を
予
告

し
、警
告
し
て
き
た
。

　

残
念
な
が
ら
予
想
が
的
中
し
、

た
く
さ
ん
出
現
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
も
宮
城
県
で「
異
常
出
没
」

と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

今
月
六
日
夜
に
は
、
仙
台
市

青
葉
区
の
仙
台
城
跡
近
く
で
、

道
路
脇
の
草
を
食
べ
て
い
る
体

長1.5

ｍ
の
巨
大
な
ク
マ
１
頭

が
目
撃
さ
れ
た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
宮
城
県
内
で

は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
六
日
時

点
で
、
去
年
の
同
じ
時
期
と
比

べ
て
数
倍
の
十
件
ほ
ど
の
目
撃

情
報
が
あ
る
と
い
う
。

　

ケ
ガ
人
な
ど
は
出
て
い
な
い

の
が
幸
い
で
あ
る
。

宮城県生まれ。72 歳の新人
映像作家兼プロデューサー
兼作家。趣味は古代史・縄
文文化研究。現在、埋もれた
歴史を掘り起こす歴史書籍
の執筆開始。また、企業価値
増大と IPO サポートを専門
とする会社を今年 4 月に起
業。電子新聞『東北再興』の
発行責任者兼編集者兼記者
でもある。

【当新聞発行責任者
兼編集長兼記者紹介】

【砂越　豊】
今年もよろしくお願い申し上げます

今年は冬眠しない熊たちとともに新年がスタートしました
新年開催の箱根駅伝では福島出身の選手・監督の活躍で
『駅伝王国・福島』が幕開け、大谷のWBC出場が決定

　ラグビーの『釜石シーウエイブス』が新チームでスタート　
さて、今年の東北はどんな一年になるのでしょうか？

ついに宮城・仙台にまで冬眠しないクマ出現
・・NHK 仙台2026.1.8

（株）遊無有が企画・制作した映像DVDを新春特別価格（55％OFF）で提供！

東北の歴史シリーズ東北の歴史シリーズ
鬼がつくった日本刀鬼がつくった日本刀

価格：1500円 /本（税込・送料無料）
商品は申込返信メールに記載の振込先にて
入金確認次第発送いたします

お申込方法：購入者氏名・お届け先住所・電話番号・メールアドレス・購入希望の本数を明記して　　
右記メールアドレス宛お申込ください（送料無料）　　mail :  y.s.yumuyu@ozzio.jp

日本刀のルーツは古代東北にあり！数多くの資料を丹
念に読み込み、多くの名刀を展示する宮城県北部の中
鉢美術館の協力を得て、また宮城県北部の数々の遺構を
尋ね歩いて制作した日本刀の定説をくつがえす歴史ド
キュメンタリー映像。古代の奥州刀鍛冶は強制移住を強
いられ全国に送られそこで作刀した。そうして日本刀が
全国で作られたのだ。しかし彼らは「鬼」とさげすまれ
た。そうした境遇にもかかわらず、数々の名刀をつくり
上げていった。その埋もれた歴史の発掘ドキュメンタ
リー（約 53分）
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昨
年
末
の
話
に
な
る
の
だ
が
、

第
七
十
六
回
の
男
子
全
国
高

校
駅
伝
競
走
大
会
が
十
二
月

二
十
一
日
、
京
都
市
の
た
け

び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
を
発
着

点
に
し
て
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、

そ
こ
で
も
福
島
県
勢
が
大
活
躍

し
た
。

　

男
子
は
七
区
間
で42.195

キ
ロ
を
タ
ス
キ
で
つ
な
い
だ
。

そ
こ
で
、
福
島
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
学
法
石
川
高
校
は
二

時
間
零
分
三
十
六
秒
で
大
会
史

上
初
め
て
二
時
間
一
分
を
切
り
、

大
会
新
記
録
で
福
島
県
勢
初
の

優
勝
を
果
た
し
た
の
だ
。

　

学
法
石
川
は
、
一
区
増
子
陽

太
選
手
が
日
本
選
手
歴
代
最
速

と
な
る
二
十
八
分
二
十
秒
の
好

記
録
で
序
盤
か
ら
大
き
く
リ
ー

ド
し
た
。

　

そ
の
後
も
先
頭
で
つ
な
ぐ
と
、

ト
ッ
プ
を
保
っ
た
ま
ま
後
続
に

た
す
き
を
渡
し
、
大
会
新
記
録

で
優
勝
し
た
。
圧
巻
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
一
区
を
走
っ
た

こ
の
増
子
陽
太
選
手
は
早
稲
田

大
学
へ
の
入
学
が
決
ま
っ
て
お

り
、
来
年
の
箱
根
駅
伝
に
も
出

場
す
る
予
定
と
騒
が
れ
て
お
り
、

大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
で
で
あ
る
が
、
二
位
に

　

そ
ん
な
な
か
で
、
大
谷
翔
平

選
手
は
先
月
二
十
四
日
Ｗ
Ｂ
Ｃ

に
参
加
す
る
こ
と
を
自
身
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
表
し
た
。 

　

大
谷
選
手
は
「
日
本
を
代
表

し
て
再
び
プ
レ
ー
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
の
一

文
を
つ
づ
っ
た
。 

二
大
会
連

続
二
度
目
の
出
場
と
な
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
前
回
大

会
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン

　

前
回
大
会
で
は
、
侍
ジ
ャ
パ

ン
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ
を
代
表
す
る
選
手

た
ち
を
揃
え
た
ア
メ
リ
カ
を
3

対
2
で
下
し
、
七
戦
全
勝
で
三

大
会
ぶ
り
三
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

　

あ
ま
り
に
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
展
開
で
、
日
本
の
野
球
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の

悲
願
の
瞬
間
を
共
有
し
た
。

　

一
点
差
で
迎
え
た
最
終
回
、

大
谷
選
手（
エ
ン
ゼ
ル
ス
）は
二

死
走
者
な
し
か
ら
同
僚
で
ア
メ

リ
カ
の
主
将
を
務
め
る
マ
イ

ク
・
ト
ラ
ウ
ト
と
対
峙
。
フ
ル

カ
ウ
ン
ト
か
ら
キ
レ
味
鋭
い
ス

ラ
イ
ダ
ー
で
ト
ラ
ウ
ト
の
バ
ッ

ト
が
空
を
切
る
と
、
大
谷
は
グ

ラ
ブ
と
帽
子
を
放
り
投
げ
感
情

を
爆
発
さ
せ
る
と
、
選
手
た
ち

が
勢
い
よ
く
飛
び
出
し
中
心
に

歓
喜
の
輪
が
で
き
た
シ
ー
ン
は

い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

二
刀
流
か
ど
う
か
不
明

　

打
者
と
投
手
の
二
刀
流
で
の

出
場
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
ワ
ク
ワ
ク
・

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
三
月
の
開

催
を
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
。

箱
根
駅
伝
で
福
島
県
・
学

法
石
川
出
身
者
が
大
活
躍

　

新
年
早
々
二
日
の
箱
根
駅
伝

の
往
路
で
は
学
法
石
川
高
校
出

身
の
二
選
手
が
力
走
を
見
せ
た
。

早
稲
田
大
学
二
区
の
山
口
智
規

選
手
が
、
エ
ー
ス
が
集
う
「
花

の
二
区
」
で
た
す
き
を
七
位
で

受
け
、
三
位
で
次
の
選
手
に
渡

し
て
見
せ
場
を
作
っ
た
。

　

記
録
は
今
大
会
二
区
で
は
日

本
人
ト
ッ
プ
の
成
績
だ
っ
た
。

三
区
で
は
、
東
京
国
際
大
の
菅

野
裕
二
郎
選
手
が
順
位
を
三
つ

上
げ
て
好
走
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
駅
伝
選
手
で
は

な
い
が
、
そ
こ
に
出
場
し
た
駒

澤
大
学
の
藤
田
敦
史
監
督
は
、

福
島
県
白
河
市
出
身
の
元
マ
ラ

ソ
ン
選
手
で
あ
り
、
男
子
マ
ラ

ソ
ン
日
本
代
表
で
も
あ
り
、
か

つ
て
は
男
子
マ
ラ
ソ
ン
元
日
本

記
録
保
持
者
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
箱
根
駅
伝
で
は

福
島
出
身
の
選
手
や
監
督
が
活

躍
し
て
、
福
島
県
勢
の
駅
伝
の

強
さ
を
全
国
に
広
め
た
わ
け
で

あ
る
。

昨
年
末
の
男
子
全
国
高
校

駅
伝
で
学
法
石
川
が
優
勝

　

実
は
新
年
の
話
で
は
な
く
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
今
年
三
月
開
催

　

今
年
の
三
月
に
開
催
さ
れ
る

第
六
回
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）だ
が
、

日
本
、ア
メ
リ
カ
、プ
エ
ル
ト
リ

コ
が
開
催
国
と
な
る
。

　

前
回
の
第
五
回
大
会
は

二
〇
二
一
年
に
開
催
さ
れ
る
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡

大
に
よ
り
無
期
限
延
期
と
な
り
、

最
終
的
に
二
〇
二
三
年
に
開
催

さ
れ
た
。

　

第
六
回
大
会
は
元
々

二
〇
二
五
年
に
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
前
回
大
会
が
ず
れ
込
ん

だ
た
め
、
一
年
遅
ら
せ
て
今
年

の
開
催
と
な
っ
た
。

今
年
三
月
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に

大
谷
選
手
が
参
加
表
明

は
宮
城
県
の
仙
台
育
英
高
校
が

入
り
、
こ
れ
も
同
じ
く
大
会
新

記
録
で
の
東
北
勢
の
ワ
ン
ツ
ー

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
。

東
北
勢
二
チ
ー
ム
が
大
会
新
記

録
で
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

と
は
快
挙
で
は
な
い
か
？

東
北
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た

結
果
も
お
そ
ら
く
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
る
。

福
島
県
が『
駅
伝
王
国
』

に
　

こ
の
よ
う
に
、
最
近
、
各
駅

伝
大
会
で
福
島
県
の
学
法
石
川

高
校
の
選
手
や
OB
、
そ
の
他
福

島
県
出
身
の
関
係
者
、
宮
城
の

選
手
た
ち
の
活
躍
が
目
立
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
駅
伝
と
い
え
ば

長
野
県
等
が
有
名
だ
っ
た
が
、

今
後
は
福
島
県
が
そ
の
座
を
奪

い
『
駅
伝
王
国
』
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
期
待
が
あ
る
。

そ
こ
に
宮
城
県
勢
も
加
え
る
と

さ
ら
に
強
力
と
な
る
。

　

今
後
ぜ
ひ
活
躍
を
応
援
し
た

い
し
、駅
伝
界
の『
駅
伝
王
国
』

と
し
て
福
島
県
が
大
々
的
に
名

乗
り
出
て
欲
し
い
も
の
だ
。

　

東
北
唯
一
の
ラ
グ
ビ
ー
「
リ

ー
グ
ワ
ン
」
所
属
の
チ
ー
ム
で

あ
る「
釜
石
シ
ー
ウ
エ
イ
ブ
ス
」。

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
が
変
わ
っ
た
し
、
選
手
も
一

部
入
れ
替
わ
っ
た
。

　

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
「
ト
ウ
タ

イ
・
ケ
フ
氏
」は
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
代
表
「
ワ
ラ
ビ
ー
ズ
」
で

六
十
キ
ャ
ッ
プ
、
二
〇
一
六
か

ら
二
〇
二
三
年
ま
で
は
ト
ン
ガ

の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
も
つ
と
め
て

い
る
の
で
チ
ー
ム
作
り
に
期
待

が
で
き
る
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
三
試
合

消
化
で
一
勝
二
敗
だ
が
、
試
合

内
容
も
充
実
し
、
三
戦
目
は
非

常
に
惜
し
か
っ
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
目
標
は
デ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
２
の
四
位
以
内
だ
が
、
十

分
に
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
ぜ

ひ
オ
ー
ル
東
北
で
応
援
し
よ
う
。

『駅伝王国ー福島』の幕開けか？
箱根駅伝では学法石川出身者が大活躍
学法石川は昨年末に高校駅伝男子優勝

WBCに大谷選手が出場決定
どんな活躍を見せてくれるか
投打の二刀流になるのか？

箱根駅伝では学法石川出身の
山口智規選手が活躍・・読売
新聞オンラインより

昨年末の高校駅伝男子で学法
石川が優勝・・福島民友新聞
より

前回大会の優勝シーン・・WORLD BASEBALL CLASSICより

1/17の試合情報・・釜石シーウエイブスより

釜石シーウエイブス新チーム
HCも変わり新チームに！
今シーズンはD２上位狙う
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サケ不漁の背景を探る海の状況・・新潟テレビ21より

イクラになる前の原卵・・片野 歩  Fisk Japanより

の
サ
ケ
の
不
漁
で
あ
る
。

新
潟
県
村
上
市
の
状
況

　

サ
ケ
の
不
漁
は
本
場
の
北
海

道
で
も
東
北
で
も
同
じ
よ
う
だ
。

と
に
か
く
全
国
的
に
漁
獲
量
が

激
減
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、東
北
で
は
な
い
が
、

新
潟
で
も
サ
ケ
漁
が
営
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
で
の
状
況
を
の

ぞ
い
て
み
よ
う
。

　

新
潟
県
・
村
上
市
の
三
面
川

で
は
、
サ
ケ
の
記
録
的
な
不
漁

が
続
い
て
い
る
。
二
〇
二
五
年

の
漁
獲
量
は
例
年
の
十
分
の
一

ま
で
激
減
し
た
と
い
う
。

　

三
面
川
で
は
二
〇
一
七
年
に

五
万
匹
近
く
の
漁
獲
量
が
あ

っ
た
が
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
は

一
万
匹
を
切
っ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ー
ズ
ン
、
今
月
十
日

ま
で
に
捕
獲
さ
れ
た
サ
ケ
は
わ

　

さ
ら
に
、「
水
温
の
上
昇
に
よ

っ
て
、
サ
ケ
が
食
べ
る
エ
サ
の

質
や
量
が
変
わ
っ
た
り
、
他
の

動
物
・
魚
類
の
量
が
増
え
て
き

て
サ
ケ
の
い
る
場
所
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
り
」も
あ
る
。

サ
ケ
の
小
型
化

　

影
響
は
、
サ
ケ
の『
大
き
さ
』

に
も
及
ん
で
い
る
。
か
つ
て

は
通
常
(
三
~
四
年
)
よ
り
長

く
五
~
六
年
を
海
で
過
ご
し
、

大
き
な
体
に
成
長
し
て
川
に
帰

る
サ
ケ
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、

最
近
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
「
近
年
は
大
き
な
、年
を
取
っ

て
帰
っ
て
く
る
サ
ケ
の
数
が
減

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
風
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。」　　

　

二
〇
二
五
年
に
と
れ
た
サ
ケ

の
平
均
重
量
は
２
.
７
１
ｋ
ｇ
。

　

新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
に

よ
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り

海
水
温
が
サ
ケ
の
生
息
で
き
る

温
度
を
超
え
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

二
~
三
年
で
は
な
く
、
徐
々

に
温
度
が
高
ま
っ
て
い
て
、
近

年
の
状
況
が
サ
ケ
の
生
息
に
は

適
さ
な
い
温
度
帯
に
な
っ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
。

　

生
ま
れ
た
川
を
下
っ
て
海
に

出
た
サ
ケ
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

を
通
っ
て
冬
を
北
太
平
洋
で
過

ご
し
、ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
到
達
。

そ
の
後
は
、
三
~
十
四
℃
の
水

温
を
求
め
、
夏
は
ベ
ー
リ
ン
グ

海
・
冬
は
ア
ラ
ス
カ
湾
と
北
の

海
を
行
き
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
県
水
産
海
洋
研
究

所
に
よ
れ
ば
、「
近
年
の
研
究
だ

と
、
北
太
平
洋
の
方
の
海
水
温

サ
ケ
の
筋
子
が
高
す
ぎ
て

正
月
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

　

筆
者
は
サ
ケ
の
筋
子
が
大
好

物
だ
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
筋
子

は
高
価
す
ぎ
て
と
て
も
買
え
な

か
っ
た
。

　

日
本
酒
の
ア
テ
に
は
最
高
だ

し
、
雑
煮
に
入
れ
た
ら
た
ま
ら

な
い
。
白
い
ご
飯
に
筋
子
を
載

せ
て
食
べ
る
の
も
た
ま
ら
な
く

好
き
だ
っ
た
。

　

高
齢
に
な
る
と
塩
分
に
気
を

つ
け
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、
美
味

そ
う
な
筋
子
を
見
つ
け
れ
ば
、

つ
い
手
が
伸
び
て
し
ま
う
の
が

筋
子
だ
っ
た
。

　

し
か
し
今
年
の
正
月
に
は
そ

う
し
た
楽
し
み
が
完
全
に
奪
わ

れ
た
。
ま
る
で
人
生
の
楽
し
み

の
半
分
を
失
っ
た
気
分
だ
っ
た
。

　

そ
の
原
因
は
こ
こ
の
と
こ
ろ

も
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
サ
ケ

に
適
し
て
い
る
水
温
の
範
囲
が

小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と

考
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
」
と

の
こ
と
だ
。

　

百
年
前
に
比
べ
、
地
球
全
体

の
海
水
温
は
０
.
６
２
℃
上
昇
。

日
本
近
海
で
も
１
.
３
３
℃
上

昇
し
て
い
る
。

サ
ケ
漁
獲
の
減
少
理
由

　

ま
た
、同
研
究
所
に
よ
れ
ば
、

現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
サ
ケ
漁

獲
減
少
の
理
由
は
大
き
く
わ
け

て
二
つ
あ
る
と
い
う
。

　

ひ
と
つ
は
、
稚
魚
が
川
か
ら

海
に
出
た
と
き
に
水
温
に
順
応

で
き
な
い
と
い
う
説
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
北
太
平
洋

に
た
ど
り
着
い
て
も
海
の
環
境

が
サ
ケ
に
と
っ
て
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
説
だ
と
い
う
。

ず
か
千
百
七
十
八
匹
。
い
ま
や

一
匹
も
と
れ
な
い
日
も
あ
る
。

　

一
日
に
千
匹
以
上
が
獲
れ
、

大
漁
に
わ
い
た
か
つ
て
の
姿
が

信
じ
ら
れ
な
い
状
況
だ
と
い
う
。

状
況
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
サ
ケ
が
幻
の

魚
と
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
と
、
関
係
者
が
苦
悩
し
て

い
る
と
い
う
。

　

国
の
研
究
機
関
「
水
産
研

究
・
教
育
機
構
」
に
よ
れ
ば
、

二
千
二
十
五
年
に
日
本
の
沿
岸

や
河
川
で
獲
ら
れ
た
サ
ケ
数
は

平
成
以
降
で
最
少
で
、
例
年
の

八
分
の
一
近
く
に
減
っ
て
い
る

と
い
う
。

不
漁
の
背
景
は
温
暖
化

　

な
ぜ
、
サ
ケ
は
こ
こ
ま
で
減

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

一
九
九
四
年
か
ら
の
二
十
年
間

で
、
本
州
で
は
も
っ
と
も
小
さ

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
北
太
平
洋
の
生
き
残
り
が

悪
く
な
っ
て
、
大
き
な
サ
ケ
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
小
さ
な
う
ち
に
帰

っ
て
き
て
し
ま
う
個
体
が
増
え

て
い
る
と
い
う
二
つ
の
側
面
が

あ
る
。」

漁
獲
回
復
策

　

で
は
漁
獲
を
回
復
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

「
現
在
生
き
残
っ
て
い
る
サ
ケ

を
大
切
に
し
て
、
稚
魚
放
流
を

す
る
こ
と
が
大
事
。
高
水
温
下

で
生
き
残
っ
た
サ
ケ
を
守
り
育

て
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
今

後
の
増
殖
事
業
に
と
っ
て
一
つ

の
重
要
な
視
点
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。」

尻
す
ぼ
み
に
な
っ
て
い

く
よ
う
な
サ
ケ
漁

　

こ
こ
ま
で
見
て
く
る
と
、
サ

ケ
の
漁
獲
回
復
に
画
期
的
な
打

開
策
は
な
さ
そ
う
で
あ
り
、　

い
ま
の
減
少
速
度
を
多
少
な
り

と
も
減
速
さ
せ
る
方
法
だ
が
、

結
果
的
に
は
尻
す
ぼ
み
を
回
避

で
き
な
い
方
法
し
か
見
い
だ
せ

な
い
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

　

結
局
、人
間
の
手
に
よ
ら
ず
、

で
き
る
限
り
自
然
に
任
せ
た
サ

ケ
漁
に
は
未
来
は
な
い
の
か
と

も
思
え
て
く
る
。

　

次
号
で
は
、一
転
し
て
、サ
ケ

の
養
殖
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

︻
以
上
、前
編
︼

東北水産業の未来　その⑤
東北は世界に先駆けての養殖産業を仕掛けられるか
　【前編】　不漁続きの「サケ漁」の原因は何か？対策はあるか？

サケ漁獲量とイクラ生産量グラフ
・・片野 歩  Fisk Japanより

日本のサケが小型化している・・「ふぃっしんぐっど！」
（fi shingoood.com/）より
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東北の 50 年人口・・・
日本経済新聞より

最
初
の﹁
AI
﹂へ
の
質
問
・・

﹁
東
北
の
人
口
減
少
推
移
﹂

　
「
AI
」
に
よ
れ
ば
、
東
北
地

方
の
人
口
は
、
一
九
九
五

年
の
千
二
百
三
十
二
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は

千
八
十
一
万
人
と
な
っ
た
。　

二
〇
三
〇
年
に
は
１
千
万
人

を
下
回
り
、
二
〇
五
〇
年
に
は

七
百
四
十
一
万
人
ま
で
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
全
国

と
比
較
し
て
十
五
年
早
く
人
口

減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

念
の
た
め
、
総
務
省
の

統
計
デ
ー
タ
を
調
べ
た
ら
、

二
〇
二
二
年
の
人
口
推
計
で

は
、
東
北
六
県
の
人
口
は
計

八
百
四
十
二
万
六
千
人
で
、

二
〇
二
一
年
か
ら
九
万
三
千

人
減
っ
た
。
県
ご
と
の
減
少

率
で
は
、
全
国
最
大
の
秋
田

が1.59%

で
二
〇
二
一
年

（1.52%

）
か
ら
拡
大
。
全
国
二

番
目
の
青
森
（1.39%

）、
同
三

番
目
の
岩
手（1.32%

）も
減
少

率
が
拡
大
し
た
。
宮
城
の
減
少

率
は0.44%

で
、
二
〇
二
一
年

（0.51%

）か
ら
縮
小
し
た
。

　
「
AI
」の
デ
ー
タ
に
誤
り
を
発

見
し
た
。
と
は
い
え
、
興
味
深

展
開
。

　

雇
用
創
出
と
情
報
発
信
と
し

て
の
企
業
誘
致
と
新
規
産
業
の

創
出
:
新
し
い
産
業
を
誘
致

し
、雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

若
者
が
地
元
で
働
け
る
選
択
肢

を
増
や
す
。
特
に
IT
分
野
な
ど
、

若
者
が
興
味
を
持
つ
分
野
の
企

業
誘
致
も
有
効
。

　

地
元
企
業
の
魅
力
発
信
:

地
元
企
業
に
関
す
る
情
報
発
信

を
強
化
し
、
職
種
や
仕
事
内
容

を
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、

若
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
意

識
を
高
め
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
研
修

の
機
会
提
供
:
若
者
が
地
元

企
業
で
働
く
き
っ
か
け
を
作
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

研
修
制
度
を
充
実
さ
せ
る
。

　

生
活
環
境
の
整
備
と
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
整
備
:

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

や
空
き
家
対
策
な
ど
、
将
来
的

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
:
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
制
度
や
、
保
育
施

設
の
充
実
な
ど
を
進
め
る
。

　

住
環
境
の
整
備
:
若
者
向

け
の
公
営
住
宅
の
整
備
や
、
移

住
者
へ
の
補
助
金
・
就
業
支
援

の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
も
有

効
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
と

し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
:
地
域
住
民
が
移
住

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
協
議

の
場
を
設
け
、
移
住
者
と
住
民

の
顔
合
わ
せ
の
機
会
を
作
る
こ

と
で
、
地
域
に
溶
け
込
み
や
す

く
す
る
。

　

少
子
高
齢
化
:
全
国
に
先

駆
け
て
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
労
働
力
人
口
の
減
少

や
社
会
保
障
費
の
増
大
と
い
っ

た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

東
北
地
方
の
人
口
減
少
に
は
、

主
に「
少
子
高
齢
化
」と「
若
者

の
首
都
圏
へ
の
流
出
」
と
い
う

二
つ
の
大
き
な
要
因
が
背
景
に

あ
る
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
晩
婚
化
と

高
学
歴
化

　

生
活
文
化
の
向
上
に
伴
い
、

晩
婚
化
や
高
学
歴
化
が
進
ん
だ

結
果
、出
生
数
が
減
少
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
若
者
の
首

都
圏
へ
の
流
出

　

特
に
若
者
や
女
性
が
、
や
り

た
い
仕
事
や
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
が
地
方
で
見
つ
け
に
く
い

と
感
じ
、
首
都
圏
へ
流
出
す
る

傾
向
が
あ
る
。
東
北
圏
か
ら
東

北
圏
外
へ
の
転
出
者
の
約
七
割

が
関
東
圏
へ
移
動
し
、
そ
の
う

ち
六
割
が
首
都
圏
に
集
中
。

　

首
都
圏
と
の
所
得
格
差
も
、

若
者
流
出
の
一
因
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

こ
と
に
よ
り
、
復
興
は
進
め
ら

れ
た
も
の
の
、
全
国
平
均
を
上

回
る
勢
い
で
人
口
減
少
が
加
速
。

　

若
者
の
流
出
を
防
ぎ
、
地
域

に
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。

　

企
業
や
自
治
体
、
地
域
住
民

が
連
携
し
、
若
者
に
と
っ
て
魅

力
的
な
環
境
を
創
出
す
る
こ
と

が
重
要
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
企
業
が
取

り
組
む
若
者
定
着
策

　

企
業
側
で
は
、
若
者
が
長
く

新
年
に
あ
た
り
東
北
の

人
口
減
少
を
考
え
る

　

東
北
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。
考
え
つ
く
た

く
さ
ん
の
方
策
を
打
っ
て
も
止

ま
ら
な
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
移
住
策
、
工
場

誘
致
策
、
移
住
補
助
金
ま
で
つ

け
て
も
効
き
目
が
な
い
。

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
減
少
が

止
ま
る
の
だ
ろ
う
？

　

新
年
早
々
か
ら
、
東
北
に
と

っ
て
、
い
や
東
北
の
再
興
に
つ

い
て
の
最
も
根
幹
を
な
す
課
題

を
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
み
る
こ

と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
あ
ら
た

め
て
現
状
認
識
か
ら
始
め
よ
う
。

AI
で
東
北
の
人
口
減
少

に
つ
い
て
聞
く

　

最
近
、
筆
者
も「
AI
」を
活
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
と
め

る
の
に
と
て
も
便
利
で
あ
る
。

そ
こ
で
東
北
の
人
口
減
少
問
題

の
現
状
と
未
来
予
測
を
AI
に
聞

い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
客
観
的
な
第
三
者
」と
し
て

の「
AI
」に
い
く
つ
か
質
問
し
て
、

自
動
的
に
回
答
し
て
も
ら
う
の

も
興
味
深
い
の
で
採
用
し
て
み

た
。

働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
職

場
環
境
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。

　

働
き
が
い
と
処
遇
の
改
善
と

し
て
の
給
与
・
待
遇
の
改
善
:

業
界
水
準
を
下
回
ら
な
い
給
与

体
系
や
充
実
し
た
福
利
厚
生
は
、

若
者
の
定
着
を
促
す
基
本
的
な

条
件
。

　

や
り
が
い
の
創
出
:
若
者

が
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
機
会
を
提
供
し
た
り
、
成
長

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
目
標
設

定
や
評
価
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
が
重
要
。

　

心
理
的
安
全
性
と
良
好
な
人

間
関
係
:
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
メ
ン
タ
ー
制
度

な
ど
を
活
用
し
て
、
職
場
の
雰

囲
気
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
若

者
の
定
着
が
期
待
で
き
る
。

　

透
明
性
の
高
い
情
報
発
信
:

リ
ア
ル
な
職
場
環
境
や
企
業
文

化
をSNS

や
動
画
で
積
極
的

に
発
信
し
、
選
考
プ
ロ
セ
ス
を

透
明
化
す
る
こ
と
で
、
採
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
。

　

多
様
な
働
き
方
の
推
進
:

育
児
休
業
や
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
、長
時
間
労
働
の
是
正
、短

時
間
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

柔
軟
な
働
き
方
を
推
奨
す
る
こ

と
で
、
若
者
や
子
育
て
世
代
が

働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
地
域
・
自

治
体
が
取
り
組
む
若
者

流
出
対
策

　

自
治
体
は
、
雇
用
機
会
の
創

出
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
利
便

性
や
子
育
て
支
援
な
ど
、
地
域

全
体
の
魅
力
を
高
め
る
施
策
を

い
の
で「
AI
」の
回
答
続
行
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
年
齢
構
成

の
変
化

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
人
口
構

造
も
大
き
く
変
化
。

　

年
少
人
口（
十
四
歳
以
下
）:

二
〇
二
〇
年
の
百
二
十
万
人
か

ら
二
〇
五
〇
年
に
は
六
十
二
万

人
と
約49%

減
少
す
る
見
込

み
。

　

生
産
年
齢
人
口
（
十
五
~

六
十
四
歳
）
:
二
〇
二
〇
年
の

六
百
十
二
万
人
か
ら
二
〇
五
〇

年
に
は
三
百
五
十
四
万
人
へ
と

約42%

減
少
す
る
見
込
み
。

　

老
年
人
口
（
六
十
五

歳
以
上
）
:
二
〇
二
〇

年
の
三
百
四
十
九
万
人

か
ら
二
〇
二
五
年
に
は

三
百
五
十
二
万
人
と
増
加
し
た

後
、
二
〇
二
五
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
と
な
り
、
二
〇
五
〇

年
に
は
三
百
二
十
五
万
人
に
な

る
と
予
測
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
高
齢
化
率

　

老
年
人
口
の
減
少
幅
が
年
少

人
口
や
生
産
年
齢
人
口
ほ
ど
大

き
く
な
い
た
め
、
高
齢
化
率
は

上
昇
す
る
と
予
想
。
二
〇
二
〇

年
の32.3%

か
ら
二
〇
五
〇

年
に
は43.8%

に
達
す
る
見

込
み
。
二
〇
一
九
年
時
点
で

も
、
東
北
地
方
の
高
齢
化
率
は

32%

と
全
国
平
均（28.4%

）よ

り
高
い
水
準
に
あ
る
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
人
口
減
少

の
要
因

　

首
都
圏
へ
の
人
口
流
出
:

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
特
に
若
者
や
女
性

の
首
都
圏
へ
の
流
出
が
顕
著
。

U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン
支
援

:
進
学
な
ど
で
一
度
地
元
を

離
れ
た
若
者
が
、転
職
や
結
婚
、

起
業
な
ど
を
機
に
戻
っ
て
き
や

す
い
仕
組
み
や
支
援
を
充
実
さ

せ
る
。
ま
ず
は
親
族
や
知
人
が

い
る
U
タ
ー
ン
希
望
者
に
焦
点

を
当
て
た
施
策
も
有
効
。

　

地
元
へ
の
愛
着
形
成
:
高

校
生
を
対
象
に
、
地
域
の
魅
力

や
産
業
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
、
地
元
へ
の
愛
着
を
育
む
取

り
組
み
も
重
要
。

﹁
AI
﹂回
答
︱
企
業
誘
致

の
新
た
な
課
題

　

企
業
誘
致
が
成
功
し
大
企
業

が
地
域
に
立
地
す
る
と
、
既
存

企
業
に
と
っ
て
は
人
材
確
保
が

難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
地
域
全
体
で
人
材
が

不
足
す
る
事
態
に
陥
る
可
能
性

が
あ
り
、
人
材
を
求
め
て
誘
致

し
た
は
ず
が
、
逆
に
東
北
圏
の

魅
力
が
低
下
す
る
恐
れ
も
あ

る
。

　

特
定
の
産
業
分
野
に
集
中

し
て
企
業
誘
致
を
行
っ
た
場

合
、
そ
の
産
業
の
景
気
変
動
が

地
域
経
済
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与

え
る
リ
ス
ク
が
あ

る
。
例
え
ば
、
半

導
体
産
業
の
よ
う

に
世
界
的
な
競
争

が
激
し
い
分
野
で

は
、
常
に
技
術
革

新
や
市
場
の
変
化

に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
遅

れ
と
DX
人
材
の
不

足
:
東
北
地
方
の

企
業
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施

率
や
DX
の
認
知
度
が
全
国
平
均

に
比
べ
て
低
い
傾
向
に
あ
る
。

企
業
が
新
し
い
技
術
を
活
用
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す

る
DX
の
推
進
は
途
上
に
あ
り
、

IT
専
門
人
材
も
首
都
圏
に
偏
在

し
て
い
る
た
め
、
誘
致
し
た
企

業
の
DX
推
進
を
支
援
す
る
た
め

の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
課
題
が
あ
る
。

東
北
地
方
で
は
、
製
造
業
や
サ

ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
全
国
に
比

べ
て
低
い
と
い
う
産
業
構
造
上

の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

誘
致
企
業
だ
け
で
な
く
、
既
存

の
地
元
企
業
や
地
場
産
業
の
競

争
力
を
高
め
る
支
援
も
不
可
欠
。

小
規
模
事
業
者
の
後
継
者
問
題

や
、
IT
導
入
の
遅
れ
な
ど
も
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

読
者
諸
氏
は
、「
AI
」回
答
は

好
き
勝
手
ば
か
り
言
っ
て
い
る

と
怒
り
が
湧
い
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
人
口
減

少
対
策
は
む
ず
か
し
い
こ
と
を

理
解
す
る
の
に
は
役
立
つ
。

シリーズ・東北の人口減少対策　その①
何をしても東北の人口減少に歯止めがかからない？
最終的な方策を探る前にAIで現状分析してみよう

青森県の人口推移・・・GD Freak より
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卦
体
神
と
は

　

卦
体
神
と
書
い
て
、「
け
た
い

が
み
」と
読
む
。
略
し
て
か
訛
っ

て
か
「
け
で
が
み
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
仙
台
に
伝
わ
る
十
二
支
の

守
り
本
尊
信
仰
で
あ
る
。
他
の

地
域
の
人
と
初
詣
の
話
を
し
て

い
て
、「
へ
ぇ
ー
」と
珍
し
が
ら
れ

る
の
が
こ
の
卦
体
神
の
話
で
あ

る
。
子
ど
も
の
頃
は
「
卦
体
神
」

と
い
う
言
葉
自
体
は
知
ら
な
か

っ
た
が
、
仙
台
に
は
十
二
支
そ

れ
ぞ
れ
の
守
り
本
尊
を
祀
っ
た

寺
社
が
あ
り
、
そ
こ
に
お
参
り

に
行
く
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
両
親
に
連
れ
ら

れ
て
行
っ
て
た
の
で
知
っ
て
い
た
。

両
親
と
弟
と
私
の
四
人
家
族
だ

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
干
支
が
違

う
の
で
、初
詣
は
四
箇
所
を
回
っ

て
い
た
。
別
に
面
倒
と
か
は
思

わ
ず
、
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
。

　

た
だ
、こ
う
し
た
風
習
が
、ど

う
や
ら
他
の
地
域
に
は
な
い
ら

し
い
と
知
っ
た
の
は
、
大
学
に
入

っ
て
他
の
地
域
か
ら
来
た
人
と

話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
人
の
一
生
を
守
っ
て

く
れ
る
神
仏
を
「
守
り
本
尊
」と

し
て
崇
拝
す
る
信
仰
は
古
来
あ

っ
た
。
十
二
支
と
守
り
本
尊
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
広
ま
っ
た
の

は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
仙
台

の
御
城
下
で
は
、こ
れ
ら
干
支
の

守
り
本
尊
は「
卦
体
神
」と
呼
ば

れ
、
特
定
の
寺
社
と
結
び
つ
い
て

人
々
の
信
仰
を
集
め
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

仙
台
の
卦
体
神

　

仙
台
の
干
支
ご
と
の
卦
体
神

が
い
る
寺
社
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
子
年
の
守
り
本
尊
は
千
手

観
世
音
菩
薩
で
、
宮
城
野
区
原

町
に
あ
る
善
入
院
観
音
堂
が
卦

体
神
と
さ
れ
る
。
丑
年
と
寅
年

の
守
り
本
尊
は
虚
空
蔵
菩
薩
で
、

太
白
区
向
山
に
あ
る
虚
空
蔵
山

大
満
寺
が
卦
体
神
で
あ
る
。
な

お
、
大
満
寺
に
は
虚
空
蔵
菩
薩

以
外
の
守
り
本
尊
も
祀
ら
れ
て

お
り
、
丑
年
と
寅
年
以
外
の
人

も
参
拝
し
て
い
る
。
卯
年
の
守

り
本
尊
は
文
殊
菩
薩
で
、
青
葉

区
八
幡
に
あ
る
鷲
巣
山
文
殊
堂

が
卦
体
神
で
あ
る
。
辰
年
と
巳

年
の
守
り
本
尊
は
普
賢
菩
薩
で
、

大
満
寺
に
隣
接
す
る
愛
宕
神
社

が
卦
体
神
と
さ
れ
る
。
愛
宕
神

社
の
祭
神
は
軻
遇
土
神
（
か
ぐ

つ
ち
の
か
み
）
で
あ
る
が
、
明
治

時
代
の
神
仏
分
離
令
以
前
の
日

本
で
は
、仏
が
日
本
の
神
の
姿
と

な
っ
て
現
れ
た
と
す
る
本
地
垂
迹

（
ほ
ん
ち
す
い
じ
ゃ
く
）
説
に
基

づ
く
神
仏
習
合
が
一
般
的
で
あ

り
、
そ
の
思
想
の
下
で
は
、
普
賢

菩
薩
は
軻
遇
土
神
の
本
地
仏
と

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
実
際
に
普

賢
菩
薩
を
祀
っ
た
時
代
も
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で

現
在
で
も
仙
台
で
は
愛
宕
神
社

が
辰
年
と
巳
年
の
卦
体
神
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

午
年
の
守
り
本
尊
は
勢
至
菩

薩
で
、
青
葉
区
北
目
町
に
あ
る

北
目
山
賢
聖
院
二
十
三
夜
堂

が
卦
体
神
で
あ
る
。
未
年
と
申

年
の
守
り
本
尊
は
大
日
如
来
で
、

青
葉
区
一
番
町
に
あ
る
柳
町
大

日
堂
が
卦
体
神
と
聞
い
て
い
た

が
、
調
べ
て
み
る
と
他
に
同
じ
青

葉
区
の
五
橋
に
あ
る
隆
興
院
大

日
堂
と
八
幡
に
あ
る
寛
行
院
大

日
如
来
堂
も
同
様
に
卦
体
神
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、酉
年
の
守

り
本
尊
は
不
動
明
王
で
、
青
葉

区
中
央
に
あ
る
三
瀧
山
不
動
院

が
卦
体
神
と
さ
れ
て
い
る
が
、巳

年
と
申
年
の
卦
体
神
と
同
様
に
、

酉
年
の
卦
体
神
も
調
べ
て
み
る

と
こ
の
三
瀧
山
不
動
院
を
含
め

て
三
箇
所
あ
り
、
他
に
同
じ
青

葉
区
に
あ
る
荒
巻
三
居
沢
の
三

居
沢
大
聖
不
動
堂
と
中
山
に
あ

る
中
山
鳥
滝
不
動
堂
も
卦
体
神

と
さ
れ
て
い
る
。
戌
年
と
亥
年

の
守
り
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、

青
葉
区
八
幡
に
あ
る
大
崎
八
幡

宮
が
卦
体
神
と
さ
れ
る
。
こ
れ

も
愛
宕
神
社
と
同
様
、
神
仏
習

合
の
考
え
方
で
は
八
幡
神
は
阿

弥
陀
如
来
の
化
身（
垂
迹
）で
あ

り
、そ
れ
で
こ
こ
大
崎
八
幡
宮
が

仙
台
の
戌
年
と
亥
年
の
卦
体
神

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

仙
台
の
和
菓
子
店
、
白
松
が

モ
ナ
カ
本
舗
が
こ
れ
ら
の
卦
体

神
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
く
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
見
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
卦
体
神
の
位
置
関
係
な
ど
を

見
て
み
て
も
、青
葉
神
社
、大
崎

八
幡
宮
、仙
台
城
本
丸
、愛
宕
神

社 

、
榴
岡
天
満
宮
、
仙
台
東
照

宮
が
描
く
六
芒
星
の
よ
う
な
規

則
性
は
見
い
出
せ
な
さ
そ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
、こ
の
地
図
に
仙

台
城
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、仙

台
城
の
あ
る
位
置
か
ら
見
て
み

る
と
、
辰
巳
（
南
東
）の
方
角
に

辰
年
と
巳
年
の
卦
体
神
で
あ
る

愛
宕
神
社
が
、
戌
亥（
北
西
）の

方
角
に
戌
年
と
亥
年
の
卦
体
神

で
あ
る
大
崎
八
幡
宮
が
位
置
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
興

味
深
い
。
こ
れ
ら
は
偶
然
で
は

な
く
、意
識
的
に
こ
の
場
所
に
置

か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

他
の
地
域
に
も
似
た
風

習
が

　

な
お
、
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、

も
ち
ろ
ん「
卦
体
神
」と
は
呼
ば

れ
て
は
い
な
い
が
、
他
の
地
域
の

中
に
も
、仙
台
の
こ
の
よ
う
な
風

習
と
似
た
よ
う
な
風
習
が
あ
る

地
域
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
東
北
だ
と
弘
前

と
会
津
で
あ
る
。
仙
台
と
の
共

通
項
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
江

戸
時
代
の
城
下
町
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
仙
台
と
同
様
に
、
江

戸
時
代
に
広
ま
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

津
軽
で
は
「
津
軽
一
代
様
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
自
分
の
生
ま

れ
た
年
の
干
支
の
守
り
本
尊
が

「
一
代
様
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
人

一
代
、
つ
ま
り
生
ま
れ
て
か
ら
亡

く
な
る
ま
で
守
っ
て
く
れ
る
存

在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

　

会
津
で
は
、
会
津
十
二
支
守

り
本
尊
と
し
て
、
や
は
り
そ
れ

ぞ
れ
の
干
支
に
応
じ
た
寺
社
が

守
り
本
尊
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
た
。
仙
台
と
津
軽
、
会
津
と

の
違
い
と
し
て
は
、
仙
台
の
卦

体
神
が
仙
台
の
市
街
に
の
み
存

在
す
る
の
に
対
し
て
、
津
軽
の
一

代
様
、会
津
の
守
り
本
尊
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
城
下
町
で
あ
る
弘
前
、

会
津
若
松
の
外
ま
で
広
が
っ
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
北
以
外
に
つ
い
て
は
分
か
ら

な
い
が
、
恐
ら
く
は
旧
城
下
町

を
中
心
に
、
同
様
の
風
習
が
あ

る
地
域
は
他
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

守
り
本
尊
が
生
ま
れ
た

経
緯

　

と
こ
ろ
で
、
十
二
支
の
守
り

本
尊
を
見
て
気
づ
く
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
子
年
、
卯
年
、
午

年
、酉
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
体
ず

つ
守
り
本
尊
が
い
る
の
に
対
し

て
、丑
年
と
寅
年
、辰
年
と
巳
年
、

未
年
と
申
年
、
戌
年
と
亥
年
は

そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
年
に
共
通
の

守
り
本
尊
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

元
々
十
二
支
は
古
代
中
国
で
、

最
初
は
日
付
を
表
し
、
そ
こ
か

ら
年
月
や
時
刻
や
方
位
を
表
す

の
に
用
い
ら
れ
た
概
念
で
、そ
れ

が
日
本
に
も
伝
わ
り
、
活
用
さ

れ
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
十
二

支
に
加
え
て
十
干
と
い
う
の
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

で
年
月
日
が
表
記
さ
れ
て
い
た
。

十
干
と
十
二
支
を
合
わ
せ
て
干

支（
え
と
）と
呼
ぶ
。
今
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
十
二
支
と
言
え
ば

そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
動
物
で
表
さ

れ
る
が
、
そ
れ
が
十
二
支
誕
生

の
頃
か
ら
な
の
か
、
後
で
当
て
は

め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
、確
定
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

　

方
位
と
し
て
の
十
二
支
を

見
る
と
分
か
る
の
だ
が
、
子
は

北
、
卯
は
東
、
午
は
南
、
酉
は
西

で
あ
る
が
、
丑
と
寅
の
中
間
が

北
東
（
丑
寅
（
う
し
と
ら
）、
艮

と
も
書
く
）、
辰
と
巳
の
中
間
が

南
東（
辰
巳（
た
つ
み
）、
巽
と
も

書
く
）、
未
と
申
の
中
間
が
南
西

（
未
申
（
ひ
つ
じ
さ
る
）、
坤
と

も
書
く
）、
戌
と
亥
の
中
間
が

北
西（
戌
亥（
い
ぬ
い
）、
乾
と
も

書
く
）で
、
一
般
的
な
八
方
位
に

十
二
支
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、

丑
と
寅
、
辰
と
巳
、
未
と
申
、
戌

と
亥
で
一
つ
の
方
位
を
表
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の

年
の
守
り
本
尊
が
そ
れ
ぞ
れ
共

通
し
て
い
る
の
は
、
ど
う
も
こ
の

方
位
と
し
て
の
十
二
支
の
扱
い

に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
八
卦
と
も
関
係
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
八
卦
も
古

代
中
国
由
来
で
、
易
経
に
お
け

る
八
つ
の
概
念
の
こ
と
で
あ
る
。

私
の
よ
う
な
門
外
漢
が
詳
細
に

説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

易
経
の
考
え
方
で
は
、
そ
の
八
つ

の
卦
が
森
羅
万
象
を
表
す
と
さ

れ
て
い
る
。
丑
寅
を
艮
、
辰
巳

を
巽
、未
申
を
坤
、戌
亥
を
乾
と

も
書
く
の
は
、こ
れ
ら
が
八
卦
の

後
天
八
卦
方
位
に
お
け
る
卦
名

と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
仙
台
の
守

り
本
尊
が
卦
体
神
と
呼
ば
れ
て

い
る
の
は
、
ま
さ
に
八
卦
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

如
実
に
示
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
卦
体
神
と
い
う
言
葉
は
八

卦
の
中
に
は
な
い
が
、
卦
体
と

は
易
の
算
木
に
現
れ
た
卦
の
形

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ

か
ら
転
じ
て
縁
起
や
不
思
議
の

意
味
合
い
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、

「
け
っ
た
い
な
」
と
い
う
関
西
弁

は
一
説
に
は
こ
こ
か
ら
来
て
い
る

と
さ
れ
る
。

　

そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
卦
体

神
と
は
自
分
と
縁
起
の
あ
る
神

仏
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で

あ
る
。
た
だ
、
卦
体
神
と
い
う

言
葉
は
、少
な
く
と
も
私
が
調
べ

た
限
り
で
は
仙
台
以
外
で
は
使

わ
れ
て
お
ら
ず
、な
ぜ
こ
こ
だ
け

で
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
が
さ
れ

て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
関
心
事
と
し
て
、

な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
そ
れ
ぞ

れ
の
仏
が
割
り
振
ら
れ
た
の
か

で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
共
通
で
、

厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
る
様
が

伺
え
る
。
し
か
し
、そ
の
由
来
は

よ
く
分
か
ら
な
い
。
イ
ン
ド
の

十
王
思
想
が
日
本
に
来
て
十
三

仏
信
仰
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
と

の
関
係
は
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、十
三
仏
と
は
、不
動
明
王
、

釈
迦
如
来
、文
殊
菩
薩
、普
賢
菩

薩
、
地
蔵
菩
薩
、
弥
勒
菩
薩
、
薬

師
如
来
、観
世
音
菩
薩
、勢
至
菩

薩
、阿
弥
陀
如
来
、阿
し
ゅ
く
如

来
、大
日
如
来
、虚
空
蔵
菩
薩
の

諸
尊
で
、こ
こ
に
十
二
支
の
守
り

本
尊
が
全
て
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
千
手
観
世
音
菩
薩

は
観
世
音
菩
薩
の
変
化
身
と
さ

れ
る
）。

　

十
三
仏
は
、「
十
方
三
世
」の

仏
の
代
表
と
さ
れ
る
。
十
方
は

北
、北
東
、東
、南
東
、南
、南
西
、

西
、北
西
の
八
方
位
に
、上
・
下

の
二
つ
を
加
え
た
空
間
の
こ
と

で
、三
世
は
、過
去
、現
在
、未
来

の
三
つ
の
時
間
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
十
方
三
世
の
一
三
の
う
ち

の
八
方
位
に
十
三
仏
の
八
体
の

仏
が
割
り
振
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
も
考
え
た
が
、
例
え
ば

北
は
千
手
観
世
音
菩
薩
、と
い
っ

た
守
り
本
尊
と
同
様
の
表
記
は

見
つ
け
ら
れ
ず
、詳
細
は
不
明
で

あ
る
。

　

な
お
、
十
三
仏
は
一
般
的

に
は
今
も
行
わ
れ
る
初
七
日
、

四
十
九
日
、
一
周
忌
と
い
っ
た

十
三
回
の
追
善
供
養
の
根
拠
と

も
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
追
善

供
養
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る

十
三
仏
の
順
番
と
十
二
支
の
守

り
本
尊
の
順
番
と
の
間
に
も
特

段
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

今
も
根
付
く
卦
体
神

信
仰

　

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
調
べ
て

も
謎
が
残
る
こ
の
仙
台
の
卦
体

神
信
仰
だ
が
、
由
来
が
分
か
ら

な
く
と
も
今
も
し
っ
か
り
地
域

に
根
付
い
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
と
り
あ
え
ず
私
は
、
い
つ
も

お
参
り
し
て
い
る
三
瀧
山
不
動

院
に
加
え
て
、今
回
調
べ
て
分
か

っ
た
あ
と
の
二
つ
、
三
居
沢
大
聖

不
動
堂
と
中
山
鳥
滝
不
動
堂
に

も
足
を
運
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/

kouhei.ootom
o

  
仙
台
の
卦
体
神
信
仰
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無
事
新
た
な
年
を
迎
え
る
事

が
で
き
、
本
年
も
最
初
の
一
筆

で
あ
る
が
、
早
い
も
の
で
昨
年

初
め
に
本
誌
に
て
巳
年
の
始
ま

り
と
し
て
東
北
の
蛇
神
に
つ
い

て
の
記
事
を
書
い
て
か
ら
一
年

が
経
っ
た
事
に
な
る
―
そ
こ
に

き
て
今
年
は
午
年
と
な
る
か
ら

馬
に
つ
い
て
書
こ
う
と
な
れ
ば

い
か
に
も
予
定
調
和
的
で
は
あ

る
が
、
東
北
に
特
に
関
連
が
な

い
場
合
は
い
く
ら
干
支
の
動
物

と
い
え
ど
も
不
自
然
な
取
材
ま

で
す
る
つ
も
り
は
な
い
―
し
か

し
生
憎
と
い
う
の
か
、
馬
が
東

北
に
と
っ
て
あ
る
意
味
、
蛇
以

上
に
関
係
が
深
い
存
在
で
は
あ

る
事
は
、
東
北
の
歴
史
あ
る
い

は
馬
そ
の
も
の
に
つ
い
て
多
少
で

も
知
る
人
な
ら
ば
異
論
は
あ
る

ま
い
と
も
思
う
。

　

か
の
ト
ー
ル
キ
ン
の
一
大
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
『
指
輪
物

語
』
に
お
け
る
、
勇
壮
な
る

騎
兵
団
を
誇
る
王
国
・
ロ
ー
ハ

ン
は
民
が
馬
と
一
体
に
な
っ
て

広
大
な
平
原
を
駆
け
る
と
さ

れ
、「
馬
の
司
の
国
」
と
形
容

さ
れ
た
―
ま
る
で
そ
れ
は
、
同

様
に
戦
士
ら
が
人
馬
一
体
と
な

り
、
騎
射
に
お
い
て
は
百
発
百

中
、
一
兵
の
戦
力
は
大
和
兵
千

人
の
そ
れ
に
相
当
す
る
（
一
騎

当
千
）
と
謳
わ
れ
畏
れ
ら
れ
た
、

他
な
ら
ぬ
こ
の
東
北
の
地
を
駆

け
た
「
蝦え

み
し夷
」
た
ち
の
事
の
よ

う
で
は
な
い
か
・
・
本
稿
で
は

干
支
の
動
物
で
あ
る
午
（
馬
）

の
事
は
勿
論
、
あ
ら
た
め
て
彼

ら
を
相
棒
と
し
た
人
間
集
団
・

蝦
夷
の
事
始
め
に
迫
り
そ
の
血

と
も
魂
と
も
つ
か
ぬ
末
裔
た
る

東
北
人
と
し
て
の
意
識
を
新
た

に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

※

　

筆
者
が
成
人
後
に
北
海
道
の

ア
イ
ヌ
民
族
と
い
う
存
在
に
魅

か
れ
た
事
を
契
機
に
己
が
郷
土

で
あ
る
東
北
に
お
け
る
基
層
的

民
族
概
念
と
し
て
の
「
蝦
夷
」

に
つ
い
て
知
る
事
に
な
り
そ
ろ

そ
ろ
三
十
年
が
経
つ
。
そ
の
間

青
森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡
の
発

掘
・
研
究
や
高
橋
克
彦
氏
原
作

の
蝦
夷
を
主
人
公
と
し
た
物
語

の
映
像
化
な
ど
多
方
面
の
進
展

が
あ
っ
て
、
古
代
東
北
の
イ
メ

ー
ジ
は
随
分
様
変
わ
り
し
「
馬

と
金き

ん

、
そ
し
て
鉄
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
活
用
し
て
繁
栄
し
て
い

た
」
と
評
価
す
る
東
北
観
が
少

な
く
と
も
歴
史
関
連
の
界
隈
で

は
認
識
・
定
着
し
て
き
た
感
は

あ
る
。
領
内
に
豊
富
に
産
出
し

た
金
や
鉄
は
と
も
か
く
と
し
て

何
故
馬
が
東
北
の
名
産
物
と
な

っ
た
の
か
と
い
う
問
い
は
、
そ

の
ま
ま
「
蝦
夷
と
は
何
者
だ
っ

の
か
」
と
い
う
謎
に
迫
る
鍵
の

よ
う
に
も
思
え
る
。

　

馬
と
は
、
人
類
に
と
っ
て
殊

の
外
特
別
な
動
物
だ
―
現
代
で

い
え
ば
人
々
に
と
っ
て
の
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
乃
至
あ
ら
ゆ
る
作
業

車
的
存
在
で
あ
り
、
状
況
次
第

で
は
戦
車
と
も
な
り
得
た
。
つ

ま
り
馬
と
は
概
念
的
な
「
ク
ル

マ
」
の
始
ま
り
で
あ
り
、
そ
れ

は
人
間
を
人
間
以
上
の
速
力
や

建
設
力
・
破
壊
力
を
備
え
た

超
人
的
存
在
に
変
え
て
し
ま
う
、

能
力
の
絶
大
な
る
拡
張
装
置
で

あ
っ
た
。
人
間
は
馬
を
制
御
し

操
る
方
法
を
学
び
、
馬
も
ま
た

人
間
に
応
え
る
知
能
や
性
格
・

身
体
能
力
を
備
え
る
と
い
う
、

極
め
て
奇
跡
的
に
し
て
幸
運
な

相
性
に
恵
ま
れ
た
二
者
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　

日
本
列
島
に
お
い
て
は
、
縄

文
時
代
の
昔
か
ら
野
生
・
家
畜

と
も
に
馬
が
定
着
し
て
い
た
可

能
性
は
低
く
、
古
墳
時
代
に
モ

ン
ゴ
ル
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由

し
九
州
方
面
に
渡
来
、
急
速
に

全
国
へ
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ

る
。
特
に
現
在
の
北
関
東
、
そ

し
て
東
北
地
方
の
風
土
が
放
牧

に
適
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

古
来
よ
り
「
南
部
駒
」
と
称
さ

れ
る
幾
多
の
名
馬
・
駿
馬
を
生

み
出
し
て
き
た
の
が
現
・
岩
手

県
で
あ
り
、
こ
の
地
域
こ
そ
が
、

金
・
鉄
そ
し
て
馬
と
い
う
当
時

の
ハ
イ
テ
ク
三
大
要
素
を
全
て

産
出
す
る
奇
跡
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

馬
を
駆
使
し
た
と
い
う
時
点

で
、
東
北
の
蝦え

ぞ夷
が
後
の
北
海

道
の
蝦
夷
つ
ま
り
ア
イ
ヌ
と
は

別
の
集
団
で
あ
る
と
い
う
主
張

も
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
優
れ
た

騎
馬
技
術
か
ら
大
陸
よ
り
北
方

か
ら
渡
来
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
系

民
族
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

の
説
も
出
さ
れ
る
が
、
当
時
の

東
北
と
北
海
道
が
置
か
れ
た
馬

を
巡
る
状
況
が
異
な
る
為
、
何

と
も
言
え
な
い
。
馬
を
操
る
技

術
の
高
さ
が
血
脈
や
民
族
で
決

ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
東
北
の

風
土
に
あ
れ
ば
ど
ん
な
人
間
集

団
で
も
人
馬
一
体
の
蝦
夷
の
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と

も
あ
れ
、
こ
の
馬
の
存
在
が
な

け
れ
ば
蝦
夷
と
し
て
の
東
北
の

抵
抗
の
歴
史
は
全
く
別
の
も
の

に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

 　

世
に
言
う
と
こ
ろ
の
名
馬
と

し
て
名
を
遺
し
た
馬
は
平
安
期

の
昔
か
ら
少
な
く
な
い
が
、
蝦

夷
の
地
・
東
北
で
は
か
の
阿あ

て弖

流る

い為
か
ら
坂
上
田
村
麻
呂
の
手

に
渡
っ
た
と
い
う
阿あ

く
り
ぐ
ろ

久
里
黒
、　

そ
し
て
平
泉
藤
原
氏
・
西
木
戸

太
郎
国
衡
の
強
健
な
る
愛
馬
・

高た
か
だ
て
ぐ
ろ

楯
黒
な
ど
の
記
録
は
あ
る
も

鎌
倉
期
以
降
特
に
戦
国
時
代
に

か
け
て
は
坂
東
以
西
の
記
録
に

押
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
多
く

の
名
馬
を
輩
出
し
た
南
部
駒
は

明
治
期
以
降
の
去
勢
含
む
大
規

模
な
品
種
改
良
措
置
に
よ
り
純

血
種
は
絶
滅
、
現
在
は
青
森
県

下
北
半
島
・
尻
屋
崎
に
今
も
放

牧
さ
れ
る
寒か

ん
だ
ち
め

立
馬
に
そ
の
遺
伝

子
が
残
さ
れ
る
の
み
と
い
う
。

　

一
方
で
現
在
も
育
成
が
続
く

北
海
道
和
種
（
道
産
子
）
及
び

長
野
県
の
木
曽
馬
は
共
に
南
部

駒
の
血
統
が
引
き
継
が
れ
た
も

の
で
あ
り
、
か
つ
て
畿
内
三
関

以
東
は
「
毛
人
（
蝦
夷
）」
の

地
と
さ
れ
た
事
を
思
え
ば
未
だ

東
国
以
北
は
「
蝦
夷
国
の
馬
」

の
血
脈
が
息
づ
い
て
い
る
と
言
っ

て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
「
え
み
し
」
と
い
う
固
有
名

詞
の
文
献
で
の
初
出
は
『
日

本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前

の
条
に
あ
る
「
久
米
歌
」
の

「
愛え

み

し
彌
詩
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
東
国
人
で
は
な
く
、
畿
内
の

先
住
民
を
指
し
た
も
の
で
、「
皇

軍
」
が
滅
ぼ
し
た
敵
対
勢
力
を

意
味
し
て
い
た
。
そ
の
後
中
国

文
献
で
あ
る
『
宋
書
倭
国
伝
』

に
倭
国
が
「
東
は
毛
人
を
征
す

る
こ
と
五
十
五
国
」
と
記
載
。

　

次
に
日
本
書
紀
の
有
名
な
件

で
、
第
十
二
代
景け

い
こ
う行
天
皇
は
北

陸
・
東
国
を
視
察
し
た
家
臣
・

武
内
宿す

く
ね禰

に
よ
る
「
東
夷
の
中

に
日
高
見
国
あ
り
、
そ
の
住
民

を
総
て
蝦
夷
と
い
う
」
と
の
報

告
を
受
け
子
の
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
（
倭

建
命
）
に
東
征
を
命
じ
る
。

　

尊
は
北
陸
・
東
海
で
も
現
地

勢
力
と
戦
い
、
現
・
静
岡
県
で

は
そ
の
火
を
用
い
た
戦
い
の
様

子
が
「
焼
津
」
と
い
う
地
名
に

残
る
。
こ
の
時
点
で
の
敵
は
、

「
賊
」
と
記
述
さ
れ
蝦
夷
で

あ
る
か
否
か
は
不
明
確
で
あ
る

が
古
事
記
で
は
こ
の
後
「
東

国
」
を
平
定
、
日
本
書
紀
で
は

更
に
現
・
宮
城
県
域
ま
で
北
上
、

明
ら
か
に「
日
高
見
国
の
蝦
夷
」

ま
で
を
屈
服
さ
せ
た
上
で
帰
路

に
つ
い
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
日
本

書
紀
上
で
「
日
高
見
国
の
住
民

が
蝦
夷
」
と
記
し
な
が
ら
畿
内

の
敵
対
勢
力
を
も
「
愛
彌
詩
」

と
呼
ぶ
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
が

そ
も
そ
も
こ
の
二
者
は
明
確
に

別
物
で
あ
り
な
が
ら
、
中
央
と

の
敵
対
者
と
い
う
共
通
点
を
持

つ
為
に
同
じ
読
み
方
・
呼
び
方

に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
武
内
宿
禰
の
言
を
信
じ

れ
ば
確
か
に
日
高
見
国
の
民
こ

そ
が
蝦
夷
で
あ
り
、
定
説
に
沿

え
ば
少
な
く
と
も
現
・
茨
城
県

以
北
の
住
民
が
そ
れ
に
該
当
す

る
と
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
文
献
上
「
蝦
夷
」

の
個
人
名
の
初
出
は
何
者
で
あ

っ
た
か
―
と
い
う
と
、
や
は
り

日
本
書
紀
内
『
敏び

だ
つ達
紀
』
に
お

け
る
「
魁
帥
」
綾あ

や
か
す糟

で
は
な
い
か
、

と
思
う
。
敏
達
天
皇
十
年

（
西
暦
五
八
一
年
）、
綾
糟
は

数
千
の
兵
を
率
い
て
「
辺
境
を

侵
し
た
」
罪
に
よ
り
捕
ら
え
ら

れ
奈
良
に
護
送
さ
れ
る
も
、
当

時
若
年
の
聖
徳
太
子
の
機
転
に

よ
っ
て
処
刑
を
免
れ
、
三み

わ
や
ま

輪
山

へ
向
か
っ
て
今
後
朝
廷
に
叛
か

ぬ
と
誓
う
と
と
も
に
泊は

つ
せ
が
わ

瀬
川
の

水
を
啜
っ
た
、
と
い
う
。

『
古
代
東
北
と
王
権
』（
講
談

社
）
の
中
路
正
恒
氏
は
後
年
の

蝦
夷
・
阿
弖
流
為
の
悲
劇
は

中
央
で
の
聖
徳
太
子
的
救
済
者

の
不
在
で
あ
っ
た
と
語
る
が
現

在
は
大お

お
み
わ神

神
社
で
知
ら
れ
る
奈

良
・
三
輪
山
が
古
来
蝦
夷
含
む

列
島
先
住
民
共
通
の
聖
地
で
あ

り
、
そ
の
民
族
的
記
憶
が
未
だ

敵
同
士
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た

時
代
だ
か
ら
こ
そ
の
出
来
事
で

も
し
か
す
る
と
阿
弖
流
為
の
時

代
に
は
そ
う
し
た
共
有
認
識
が

廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
・
・
な
ど
と
個
人
的
に
は

疑
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
綾
糟
が
侵
し

た
「
辺
境
」
と
は
何
処
で
、
彼

自
身
は
ど
の
地
域
を
拠
点
と
す

る
蝦
夷
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
昨
年
、
仙
台
市
内
の
某

カ
フ
ェ
に
お
い
て
仙
台
の
歴
史

を
語
り
合
う
会
、
な
る
催
し
が

あ
り
参
加
し
た
の
だ
が
、
老
若

男
女
七
、八
名
が
集
い
な
が
ら

こ
の
綾
糟
の
名
を
知
る
人
は
皆

無
で
あ
っ
た
。
何
故
当
会
合
で

そ
の
名
を
出
し
た
か
と
い
う
と

前
出
の
書
に
て
中
路
氏
は
、
綾

糟
が
他
な
ら
ぬ
現
・
宮
城
県
、

名
取
平
野
以
南
の
地
域
の
支
配

者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
説

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
是
非

地
域
の
先
人
と
し
て
の
そ
の
名

の
認
知
を
広
げ
た
い
と
思
っ
た

が
、
内
心
あ
ら
た
め
て
確
認
し

た
く
な
り
後
日
調
べ
る
と
、
綾

糟
は
現
・
群
馬
県
ゆ
か
り
の
人

物
で
あ
る
と
の
異
説
に
出
会
っ

た
の
で
、
考
察
し
て
み
た
い
。

　

綾
糟
の
群
馬
県
由
来
説
の
出

所
は
、
東
京
都
昭
島
市
の
発
信

す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
市
史
記

録
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
拠
は
、

綾
糟
が
「
大
毛
人
な
り
」
と
記

録
さ
れ
て
い
る
事
で
、
毛
人
と

は
蝦
夷
と
い
う
表
記
が
東
北
遠

征
時
代
に
一
般
化
す
る
前
段
階

の
、
関
東
に
お
け
る
表
記
で
あ

り
現
・
群
馬
県
か
ら
栃
木
県
南

部
は
古
来
「
毛け

ぬ
の
く
に

野
国
」
と
し
て

関
東
で
も
最
後
ま
で
現
地
勢
力

の
独
立
性
に
富
ん
だ
地
域
で
あ

っ
た
―
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

説
得
力
は
あ
る
が
疑
問
点
も

拭
え
な
い
。
中
路
氏
が
綾
糟
の

拠
点
を
宮
城
県
南
部
に
推
定

し
た
の
は
、
大
和
朝
廷
の
統
制

下
に
あ
る
地
で
あ
る
事
を
示
す

国く
に
の
み
や
つ
こ
造
制
の
敷
か
れ
た
北
限

が
当
時
太
平
洋
側
で
は
現
・
亘

理
、
角
田
、
丸
森
に
当
た
る
地

域
だ
っ
た
事
も
根
拠
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
こ
の
地
域
以
北
は
未
だ

朝
廷
管
轄
外
、「
蝦
夷
の
国
」

の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
事
で
あ

る
。

　

本
来
、
蝦
夷
が
朝
廷
側
に
対

し
防
衛
を
越
え
て
南
下
す
る
事

は
珍
し
く
、
余
程
の
事
情
が
あ

っ
た
と
し
か
思
え
な
い
の
だ
が

辺
境
を
侵
す
、
そ
の
辺
境
と
は

こ
れ
ら
北
限
の
国
造
制
下
の
地

域
と
捉
え
た
方
が
自
然
で
は
な

い
の
か
―
と
思
わ
れ
る
の
だ
。

　
「
ア
ヤ
カ
ス
」
と
い
う
名
が
ア

イ
ヌ
語
の
「
ア
エ
カ
シ
（
皆
の

長
老
）」
を
意
味
す
る
可
能
性

を
考
慮
し
て
も
、そ
う
し
た
「
異

族
的
」
な
名
前
が
そ
の
段
階
の

関
東
に
存
在
し
得
た
か
と
い
う

疑
問
も
あ
る
。

　

更
に
は
ま
さ
に
同
時
期
に
東

北
の
別
地
域
で
起
き
て
い
た
あ

る
出
来
事
と
の
対
比
が
あ
る
。

　

奇
遇
に
も
、
そ
の
出
来
事
に

も
か
の
聖
徳
太
子
が
関
わ
っ
て

い
た
―
そ
う
、
我
が
地
元
で
も

あ
る
、
現
・
山
形
県
庄
内
地
方

の
羽
黒
山
開
基
伝
説
で
あ
る
。

　

敏
達
帝
の
異
母
弟
で
あ
る

崇す
し
ゅ
ん峻

天
皇
が
蘇
我
馬
子
に
よ

っ
て
暗
殺
さ
れ
、
そ
の
子
・

蜂は
ち
の
こ
の
お
う
じ

子
皇
子
は
従
兄
弟
の
聖
徳
太

子
に
匿
わ
れ
、
日
本
海
へ
逃
れ

て
出
羽
庄
内
に
流
れ
着
き
、
後

に
羽
黒
山
始
め
と
す
る
出
羽
三

山
を
開
山
す
る
事
に
な
る
―
更

に
同
時
期
の
五
八
五
年
、
現
・

鶴
岡
市
に
「
東
北
鎮
護
の
為
」

山
王
日
枝
神
社
が
勧
請
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
開
基
・
創
建
年
代

は
正
し
い
の
か
、
能
除
太
子
と

も
呼
ば
れ
る
出
羽
三
山
創
始
者

は
本
当
に
蜂
子
皇
子
だ
っ
た
の

か
―
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時

期
に
未
だ
蝦
夷
国
だ
っ
た
境
界

地
域
へ
、
綾
糟
の
件
も
含
め
る

な
ら
ば
立
て
続
け
に
中
央
か
ら

の
干
渉
が
為
さ
れ
た
事
に
な
る
。

東
北
鎮
護
の
願
い
と
は
裏
腹
に
、

蝦
夷
が
人
馬
一
体
の
戦
士
と
し

て
中
央
を
震
撼
さ
せ
る
長
い
時

代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
の

だ
。

　
　
　
　
　

※

　

現
在
、
こ
こ
東
北
に
お
い
て

一
般
的
に
も
は
や
馬
と
は
無
縁

に
見
え
な
が
ら
、
私
も
毎
秋
足

を
運
ぶ
岩
手
県
遠
野
市
の
南
部

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
や
、
福
島
県
の
相
馬

野の
ま
お
い

馬
追
に
て
全
力
で
駆
け
る
馬

た
ち
の
息
吹
を
体
感
で
き
る
。

そ
の
迫
力
に
満
ち
た
姿
を
目
の

当
た
り
に
す
る
時
、
東
北
－
其

処
は
今
も
、
蝦
夷
た
ち
の
馬
の

司
の
国
で
あ
る
・
・
と
い
う
祖

先
か
ら
の
声
を
、
私
た
ち
は
き

っ
と
心
の
中
に
聴
く
事
だ
ろ
う
。

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡

市
生
。
札
幌
、東
京
を
経
て
、

全
国
の
旅
の
末
、
仙
台
に
移

住
。ど
の
本
屋
に
入
っ
て
も
、

と
り
あ
え
ず
郷
土
本
の
棚
に

向
か
っ
て
立
ち
読
み
を
始
め

る
東
北
好
き
で
あ
る
。

魁ひ
と
ご
の
か
み帥
、日
高
見
漢お

と
こ

の
意
地
の
果
て
―

　
「
馬
の
司つ

か
さ

の
国
」東
北
の
事

騎射の蝦夷イメージ
（本年年賀状の為の筆者画）
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夕日に染まる六角牛山

しぶき氷　3

窓霜

しぶき氷　2

しぶき氷

あけましておめでとうございます 雪まくり 霧氷

シリーズ　遠野の自然
「遠野の小寒」

遠野 1000 景より
　

昨
年
末
か
ら
原
稿
執
筆
中
の

今
月
十
三
日
ま
で
に
東
北
で
は

地
震
が
頻
発
し
、
こ
れ
ら
の
地

震
頻
発
が
十
五
年
前
の
東
日
本

大
震
災
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す

よ
う
で
と
て
も
薄
気
味
悪
い
。

　

今
月
だ
け
で
も
、
十
二
日
、

十
一
日
、九
日
、八
日
、七
日
に

地
震
が
発
生
し
、
特
に
十
一
日

は
岩
手
県
沿
岸
北
部
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.1
で
、

最
大
震
度
は
四
だ
っ
た
。

　

昨
年
十
二
月
八
日
は
青
森
県

で
震
度
六
強
の
地
震
が
発
生
し
、

津
波
注
意
報
も
発
表
さ
れ
た
。

  

そ
し
て「
北
海
道
・
三
陸
沖
後

発
地
震
注
意
情
報
」
が
初
め
て

発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
予

報
が
的
中
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
正
月
早
々
落

ち
着
か
な
い
が
、「
余
震
」で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
う
の
み
だ
。
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「冬 の 鳥」　

写真撮影　
尾崎匠

写真で
お伝えする

東北の風景 


